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図2 埋入手術 図3 埋入手術後
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図27 哩入手術後パノラマX線写真 図28 Tl除去と支台変更 図29 支台変更後 TBr
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多い｡しかし,即時荷重に対する多施設における長期
経過症例によるコンフォートな研究は認められない｡
認められているものがあるとすれば下顎無歯顎におい
て,可撤式のオーバーデンチャーにより修復するもの
に限られる｡ 確実なオッセオインテグレーションや,
移植骨の生着を待たずに即時荷重や,処置部に何らか
の負荷を与えた結果,骨との生着が不十分となり,イ
ンプラントの脱落や骨造成の失敗が起きてしまった場
合に,一番不利益を被るのは患者である｡
日々,新しい術式や,新材料が開発され,エビデン
スの確立を待たずに臨床応用されている傾向が,年々
強くなっているように感じる｡ インプラント治療は,
成功すれば患者に大きな喜びを与える事が出来る治療
であるが,失敗すれば患者に大きなダメージを与えか
ねないリスクの高い治療でもある｡
インプラント治療成功の鍵は,確実な診断能力と高
い治療技術にあるのではないかと考える｡ メーカーの
コマーシャリゼ-ションに惑わされることなく,地に
足をつけて一歩ずつ,確実にインプラント治療を行う
必要性を強く感じる｡
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